
　

専
門
知
識
を
持
つ
当
院
の
看
護
師

が
、
地
域
住
民
や
民
間
団
体
、
学
校

や
幼
稚
園
、一
般
企
業
や
介
護
施
設
、

病
院
等
に
出
向
き
、
無
料
で
勉
強
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
主
な
講
義
内
容
】

・
感
染
対
策
に
つ
い
て
（
正
し
い
手

洗
い
の
方
法
や
消
毒
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

発
生
時
の
対
応
な
ど
）

・
糖
尿
病
予
防
の
生
活
指
導
に
つ

い
て

・
認
知
症
に
つ
い
て

・
が
ん
検
診
や
治
療
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て　

な
ど

　

詳
し
い
内
容
や
申
込
方
法
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
。

④①
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令
和
５
年
10
月
28
日
、
大
崎
市
役

所
に
て
、大
崎
市
・
色
麻
町
・
加
美
町
・

涌
谷
町
・
美
里
町
の
１
市
４
町
に
よ

る
「
大
崎
地
域
の
医
療
提
供
体
制
の

確
保
に
係
る
連
携
協
約
締
結
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
連
携
協
約
に
は
、
大
崎
地
域

で
役
割
を
分
担
し
、
持
続
可
能
な
医

療
提
供
体
制
を
構
築
し
て
い
く
た
め

の
取
組
事
項
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

１
市
４
町
の
議
会
の
議
決
を
経
て
締

結
に
至
り
ま
し
た
。

　

ま
た
令
和
８
年
度
に
は
、
本
院
の

敷
地
内
に
開
設
す
る
地
域
医
療
連
携

拠
点
施
設
の
中
に
夜
間
急
患
セ
ン

タ
ー
を
移
転
整
備
し
、
夜
間
の
初
期

救
急
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
さ

ら
に
施
設
内
に
は
、
新
興
感
染
症
に

対
応
す
る
ス
ペ
ー
ス
や
、
地
域
合
同

で
医
療
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

研
修
室
な
ど
の
整
備
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
１
市
４
町
で
協
力
・
連

携
し
な
が
ら
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な

体
制
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

編
集
・
発
行

編
集
・
発
行
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大崎地域１市４町で連携協約を締結

ご
支
援

い
た
だ
き
ま
し
た

看
護
師
が
出
前
講
座

に
伺
い
ま
す
！

　

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
、
病
院
の

運
営
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
院
内
で
大
切
に
使
用
し
て

い
き
ま
す
。

〇
有
限
会
社
千
田
清
掃　

様

〇
ヤ
マ
セ
電
気
株
式
会
社　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

第５回大崎市民病院
ふれあい健康フェスティバル

ご参加ありがとうございました！

バルーンアーティストＹＵＹＵさん

歌手Ｒｕｂｙ bird さん
令和５年１０月７日開催

パタ崎さんも検査体験

風船リュックを

背負ってピース！みんな楽しんでくれました♪

かっこいい消防車と救急車にみんな興奮！

検査結果にドキドキ…

認知症についての

展示も行いました
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令
和
５
年
10
月
16
日
に
「
第
17
回

大
崎
市
民
病
院
登
録
医
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
つ
ど
い
は
、

当
院
の
登
録
医
で
あ
る
先
生
方
と
、

当
院
医
師
と
の
連
携
の
推
進
、
地
域

全
体
の
医
療
の
質
向
上
と
充
実
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
後
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
を
中
心
に
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
４
年
ぶ
り
に
集
合
形
式

の
開
催
と
な
り
、
登
録
医
の
先
生
方

と
当
院
医
師
と
で
直
接
顔
を
合
わ
せ

て
意
見
交
換
が
で
き
、
よ
り
一
層
の

連
携
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
昨
年
度
導
入
し
た
「
経

カ
テ
ー
テ
ル
大
動
脈
弁
留
置
術
（
Ｔ

Ａ
Ｖ
Ｉ
）」
や
「
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ

ト
」
の
実
績
や
今
後
の
予
定
の
ほ

か
、
今
年
度
新
設
し
た
「
口
腔
機

能
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
の
紹
介
、
各

分
院
・
診
療
所
か
ら
の
診
療
に
関

す
る
情
報
提
供
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
手
術
は
、

外
科
、
泌
尿
器
科
、
呼
吸
器
外
科
、

婦
人
科
の
疾
患
を
対
象
に
行
っ
て

お
り
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
の
報

告
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
登
録
医
療
機
関
の
先
生

方
、
関
係
機
関
の
皆
様
と
と
も
に
、

大
崎
地
域
全
体
の
医
療
提
供
体
制
を

考
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
大
崎
市
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

②③

Ｑ
．１
人
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
方
の

入
退
院
支
援
で
︑心
が
け
て
い
る
こ

と
は
何
で
す
か
︒

Ｍ
Ｓ
Ｗ
：
私
た
ち
が
入
退
院
支
援
を

行
う
患
者
さ
ん
は
、
１
人
で
暮
ら
す

高
齢
者
の
方
だ
け
で
は
な
く
、
障
が

い
が
あ
る
方
や
支
援
者
が
居
な
い
方

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
退
院
後
の

患
者
さ
ん
の
生
活
に
つ
い
て
、
本
人

や
ご
家
族
の
希
望
に
近
づ
け
ら
れ
る

よ
う
な
ゴ
ー
ル
を
、
一
緒
に
見
つ
け

る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
患
者

さ
ん
が
抱
え
る
問
題
や
思
い
に
向
き

合
い
、
寄
り
添
い
な
が
ら
支
え
る
存

在
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．私
た
ち
市

民
が
︑１
人
で

暮
ら
す
高
齢
者

の
方
に
で
き
る

こ
と
は
あ
り
ま

す
か
︒

Ｍ
Ｓ
Ｗ
：
日

頃
か
ら
気
に
か
け
て
声
を
か
け
る
こ

と
は
、
と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
自
分
の
周
り
に
１
人
で
暮

ら
す
高
齢
者
の
方
が
居
る
場
合
は
、

こ
ま
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
っ
て
い
た
だ
く
と
良
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
行
政
機
関
な
ど
が
実
施

し
て
い
る
支
援
や
、
見
守
り
サ
ー
ビ

ス
も
あ
る
の
で
、
活
用
す
る
よ
う
伝

え
て
み
る
の
も
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．最
後
に
︑市
民
の
皆
さ
ん
に
一

言
お
願
い
し
ま
す
︒

Ｍ
Ｓ
Ｗ
：
当
院
で
は
、
多
職
種
で
連

携
し
な
が
ら
、医
療
の
相
談
や
生
活
・

福
祉
の
相
談
、
医
療
安
全
相
談
な
ど

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
気
に
な

る
こ
と
が
あ
る
と
き
に
は
、
本
院
・

各
分
院
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

-
-
-

お
わ
り
に-

-
-

　

こ
の
記
事
の
作
成
を
通
し
て
、

Ｍ
Ｓ
Ｗ
は
、
１
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
だ
け
で
な
く
、
患
者
さ
ん
に

合
わ
せ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆

さ
ん
に
も
Ｍ
Ｓ
Ｗ
の
こ
と
を
知
る

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。

プライバシーに配慮したプライバシーに配慮した
相談ブース相談ブース

お気軽にご相談ください！お気軽にご相談ください！

患
者
さ
ん
の
理
想
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

当院のMSW

大崎市民病院本院　１２人
鳴子温泉分院　　　　2 人
岩出山分院　　　　　１人
鹿島台分院　　　　　１人

　

全
国
的
な
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
１
人
で
暮
ら
す
高
齢
者
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
大
崎
市
の
１
人
で
暮
ら
す
65
歳
以
上
の
世
帯
数
は
、
令
和
２
年
３
月

末
の
６
４
１
６
世
帯
に
対
し
、
令
和
５
年
３
月
末
は
７
６
２
５
世
帯
と
、
３

年
間
で
１
２
０
９
世
帯
（
約
18
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
（
宮
城
県
高
齢
者
人

口
調
査
結
果
よ
り
）
。
当
院
に
入
院
す
る
患
者
さ
ん
の
中
で
も
、
１
人
で
暮

ら
す
高
齢
者
の
方
は
多
く
、
入
退
院
支
援
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

今
回
は
、
私
た
ち
入
職
一
・
二
年
目
の
職
員
が
、
新
人
研
修
の
一
環
と
し

て
、
当
院
と
他
の
医
療
機
関
や
介
護
施
設
な
ど
と
の
間
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担

う
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
以
下
「
Ｍ
Ｓ
Ｗ
」
と
表
記
し
ま
す
）
に

話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　各分院にもMSWが配置さ
れ、患者さんの転院・退院調
整をより一層スムーズに行う
ことができるよう取り組んで
います。また、定期的な打ち
合わせや勉強会を行い、地域
との連携や質の向上に努めて
います。

質
の
高
い
地
域
完
結
型
医
療
を
目
指
し
て

大
崎
市
民
病
院
登
録
医
の
つ
ど
い
を
開
催

あいさつする今泉院長あいさつする今泉院長

現在、軽症などの患者さんが、休日・夜間に受診することが増えており、このまま増えていくと、
救急の治療が必要な患者さんが十分な医療を受けられなくなってしまいます。さらに、令和６年４
月から、働き方改革による医師の残業時間の上限が設けられることで、医療現場においてもさまざ
まな対応が求められています。市民の皆さんが安心して医療を受けることができるように、救急医
療の適正受診にご協力ください。市民の皆さんの行動が、大崎地域の救急医療を支える力になります。

具合が悪いと感じたら…具合が悪いと感じたら…
症状が軽い時に、なるべく平日の日中にかかりつけ医を受診しましょう！夜間・休日に症状が軽い
方が救急外来を受診する、いわゆるコンビニ受診はやめてください。経営者の皆さんも、従業員が
平日の日中に医療機関を受診できるよう、ご協力をお願いします。

胸が激しく痛む・突然の頭痛・意識が無い・交通事故

受診の判断に迷うときは…受診の判断に迷うときは…

おとな救急電話相談 こども夜間安心コール

平日：午後7時～翌午前8時　土曜日：午後2時～翌午前8時

日曜日・祝日：午前8時～翌午前8時（24時間）

毎日：午後7時～翌午前8時
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